
１９４９年　戦前からサイドカーレースが行われていたイギリスに於いてワトソニアンサイドカーが
                  ロードレースワールドサイドカーチャンピオンシップ優勝。オートバイは、ノートンインターナショナル
                 を使用しドライバーは、エリック オリバーであった。
                 エリックは、その後４回このタイトルを獲得する。この栄光は、カタログの中にも表現されている。
 

１９５０年　この年にワトソニアン１０００ccＶツインというプロットタイプが発表される。戦後、
                   ブラフシューペリアなき後、なくなってしまったサイドカー用Ｖツインモデルを作る事で
                   サイドカー量産をもくろみ計画された。設計は、ワトソニアン社のロン　ワトソン、レーサーの
                   エリック　オリバー、他１名で行われた。
                   ９９６ccオールアルミ製ＪＡＰエンジンは、サイドバルブで３５BHP程度でありミッションは、 
                   バーマンの４速であった。
                   サイドカー仕様としてリヤーとサイドカーブレーキは、油圧の連動となっている。
                   サイドカーボディーは、後にモナコとなるもので前後セクションがグラスファイバー製である。
                   また中央部は、ボディーの中にフレームがあるモノコック構造になっていた。この構造は、
                   後にワスプ社がスポーツモデルで取り入れる。すばらしいモデルであったが幾つかの問題があり、
                    この計画は、頓挫した。このプロットタイプは、バーミンガムのナショナルモーターサイクル
                   ミュージアムにて見ることができる。
 

１９５１年　昨年イギリスに於いて販売店は、３７店であったが、
                  この年には、８４店となり絶頂期を迎える。
 

１９５４年　この年のカタログを見ると乗用は、７種、貨物は、３種、シャーシーは、３種となる。
                   プロットタイプだったモナコをフラッグシップモデルとして販売。普通のサイドカーの2倍の価格だった。

                 スクーター用の小型のバンビーナもグラスファイバーで製作される。グラスファイバーの技術は、すで
　　　　　  に持っており戦後ランドローバー社の部品をグラスファイバーで作っていた実績があった。
 

１９５５年　イギリスのサイドカー台数１６万台。そのうち５０％がワトソニアン製であった。サイドカーメーカー
                   の中で強力な力を持っていくワトソニアン社は、多くの競争相手の吸収合併を進めていく。
                   その中にスワローサイドカーがあり、スワローサイドカーの権利を売った会社は、その後、
                   ジャガー社となった。　　　
 
１９５９年　この年のカタログを見ると乗用１１種、シャーシーは、１種、貨物用は、すでに無くなっている
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中　ロンワトソン　　右　エリック

2010年　入手したモナコ　現存するのは数台であろう　現在イギリスにてレストア中


